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中等学校の「文化事情」の授業における効果的なティームティーチングとは 

――新規研修での実践を通して―― 

 

中尾有岐、Narisara THONGMEE 

 

1．はじめに 

 タイの中等教育段階の日本語学習者数は増加傾向にあり、国際交流基金 2012 年度日本語教育

機関調査によると、その数は 88,325 人に及び、タイの日本語学習者全体の 68.1％を占める。教

師数は 605人で、その 77.9％がノンネイティブ教師であるタイ人教師（以下、NNT）、23.1％が

ネイティブ教師である日本語人教師（以下、NT）である。このように、タイの中等教育ではNT

のいない機関が多く、NT を雇用している機関であっても、それぞれが一人で教える場合が多い

ようである。しかし、2014年 10月に国際交流基金アジアセンターによる「日本語パートナーズ」

派遣が開始されたことで、状況は変わりつつある。彼らの役割は、授業のアシスタントや日本文

化紹介などであり、基本的に一人で教えず、ティームティーチング（以下、T.T）の形態で教え

るものとされている。「日本語パートナーズ」は 2014 年 10 月から 6 カ月間、NT が所属してい

ない 29 機関へ派遣され、2015 年 5 月からは約 40 機関へ派遣、今後も継続予定である。そのた

め、T.T の経験がない NNT も、今後主導して T.T の授業を進めていかなければならない可能性

が高まっている。しかし、NNTの中には、「T.Tのメリットがよくわからない」「NTをどう活か

せばよいかわからない」「打ち合わせの時間がかかりそう」といった不安を抱える者もいる。 

 国際交流基金バンコク日本文化センター（以下、JFBKK）では「タイ人中等学校現職教員日本

語教師養成講座（以下、新規研修）」という日本語以外の科目を教えている現職教員を日本語教員

へとコンバートする研修を行っている。これに参加している研修生（以下、S）も例外ではなく、

将来 T.T を行う可能性が十分にあると言える。研修修了時の日本語能力は日本語能力試験 N4 程

度を目指しているが、N4レベルのNNTにとって、タイ語があまり得意ではないNTと事細かに

話し合ったり、意見を言い合ったりしながら授業を作り上げていくことは容易ではない。そうし

た NNTが主導的立場で T.Tを進めるには、どうNTを活かすのが効果的なのだろうか。 

そこで、S が学習者体験をし、T.T について考える機会を設けることを目的に、新規研修にお

いて T.T の実践を試みた。今回はそのうち「文化事情」の実践例をあげ、S からのアンケート結

果と教師の振り返りをもとに、「文化事情」の授業においてNNTがどのように T.Tの授業を組み

立て実践すればよいのかを考察する。 

 

2．ティームティーチングの効果とは 

 教師二人が同時に教室に入り、NNT が主導、NT が補助するというスタイル（NNT 主導 NT
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補助型）で T.T を行う場合、NT が加わることでどのような効果が生まれるのだろうか。日本の

英語教育における T.T について書かれた直山（2003）では、外国語指導助手（ALT）、つまりネ

イティブ教師は「コミュニケーションとしての標準的な英語力を備えた生きた英語の提供者であ

り、外国の様々な習慣や考え方と発想を伝える異文化の伝達者」であることが期待されると述べ

られている。また、国際交流基金よりタイに派遣された若手日本語教師と T.Tを行ったタイ人中

等学校教員に対するインタビュー結果によると、T.Tをしてよかったこととして、「（NNTの）発

音の訂正をしてくれる」「その場で例文を作ってくれる」ことがあげられている（内山 2009）。さ

らに、NNT主導NT補助型の T.T事例集をまとめた長田・武井（2013）では、NNTの視点から

T.Tのメリットとして次の 6点をあげている。（1）生徒がNTと直接コミュニケーションできる。

（2）生徒が NT の音声やしぐさに直接接することができる。（3）生徒が日本や日本語について

質問することができる。（4）生徒が日本語でタイについて伝える機会が作れる。（5）教師二人で

生徒を指導することができる。（6）教師二人で授業を評価できる。長田・武井（2013）では、こ

れらのメリットを活かした事例も紹介されているが、その中には、（1）と（2）の利点を活かし

たもの、（3）の利点を活かしたもの、（1）～（4）の利点を活かしたものといったように、活動

によりその利点の活かされ方は異なる。このように T.Tには様々な利点があるが、それらの一部

を取り入れるだけでも、NNT 一人で教える以上の効果があるのだろうか。また、それは「文化

事情」の授業においても、利点として機能するのだろうか。新規研修での実践を通して考察する。 

 

3．新規研修におけるティームティーチング  

3．1 新規研修の概要 

 新規研修とは、中等学校での日本語教員不足解消のため 1994 年に始まったタイ王国教育省と

JFBKK 共催の教師養成研修である。日本語以外の科目を担当する中等学校在職中のタイ人教師

が、約 10カ月間、所属校を離れ、JFBKKで日本語、日本文化、教授法などを学んだ後、所属校

に戻り日本語科目を担当する。2014 年度は Sが 9 人、研修担当の専任講師が 4 人（NNT2 人、

NT2人）であった。通常、カリキュラム決定後、担当を振り分け、それぞれが一人で教える。週

1 回程度のミーティングや授業記録などで互いの授業や S の様子等について情報交換や協力をし

あっていたが、授業に同時に入る T.Tはこれまでほとんど行われてこなかった。しかし、前述の

通り、今後 Sらも T.Tを行う可能性が高まっており、学習者体験を通して教え方を考えてもらう

ことを目的に、筆者らで T.T を試みることとした。T.T には様々な形態があるが、タイ中等学校

日本語教員が遭遇する可能性の高い「NNT主導NT補助型」を主に取り入れることとした。 

3．2 ティームティーチング実践の概要 

 新規研修における T.T実践は、2014年 10月 13日～11月 6日の間に計 6回実施した。教科書

は、通常授業と同様、『あきこと友だち』（JFBKK がタイ教育省と共同で開発したタイ中等学校
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表 2 通常の「文化事情」授業の流れ 

学習者用の初級日本語教材）を使用した。教案はタイ人教師（以下、T）が考え、日本人教師（以

下、J）と相談してから必要があれば改良した。授業は基本的に「NNT 主導 NT 補助型」とし、

一部 Jが主導で進めた部分もあったが、授業全体はTが主導で進めた。概要は以下の通りである。 

表 1 新規研修における T.T 実施概要 

回 日付 項目 『あきこと友だち』 内容 

1 10月13日 文法導入、練習 L19 練習 2 A：～たいんですが。B：～なら、～たらいいですよ。 

2 10月15日 読解 L19 読解 パーティーの準備について先生に報告する手紙文 

3 10月16日 文化事情 L20 ミニ情報 俳句 

4 11 月 4 日 文法導入、練習 L21 練習 2、3 V てくれる、V てもらう 

5 11 月 6 日 会話文 L21 会話 文化祭中の学校内の案内 

6 11 月 6 日 文化事情 L21 ミニ情報 文化祭 

授業終了後、S にはアンケートを実施し、授業を 5 段階（5.とてもよかった、4.よかった、3.

ふつう、2.あまりよくなかった、1.よくなかった）で評価、その理由を自由に記述させた。また、

教師は授業後、「1.よかったこと、2.大変だったこと、やりにくかったこと、3.改善点、4.学生の

様子、5.その他」の項目に分け、振り返りを記入した。今回は、3 回目と 6 回目の「文化事情」

について、具体的な実施例と Sのアンケート、教師の振り返りから T.Tの効果を検証していく。 

3．3 新規研修における「文化事情」 

新規研修の「文化事情」の授業は、通常 T一人がタイ語で行っている。日本文化の授業という

と、「折り紙」や「風呂敷」、「日本料理」など日本文化を実際に体験するような授業を思い浮かべ

るかもしれないが、新規研修では、「①日本の文化事情について S 自身が発見し、気づくこと、

②日本の文化を学ぶ際にその背景知識についても理解できること、③S が日本の文化事情を知ら

ない人に伝えたり説明したりできること」を目標に進めている。2008年のタイ中等教育「外国語

教育カリキュラム」においても「学習者が、外国語に対して前向きな態度を持つこと、外国語を

使えるようになること、いろいろな場面でコミュニケーションができること、知識を探求するこ

と、仕事をすること、進学することを目標とする。さらに、世界の様々な事情や文化を知り、理

解し、創造的に世界に考えや文化を伝える

ことができることも目標とする」と記載さ

れており、コミュニケーション、異文化理

解、発信力といったものが重視されている

ことがわかる。以上の点を踏まえ、新規研

修では「文化事情」の授業を表 2のように

進めている。 

まず、タイのことについて話し合わせる

（1、2）。自国の文化について振り返るこ

とが、日本の情報を知る前の土台作りになると考えるためである。そして話し合ったことをクラ

1. ウォームアップ 

2. タイのことについてグループで話す 

3. その結果をタイ語か日本語で発表する  

4. 日本の様子がわかる写真や動画などを見る 

5. 見てわかったことを話す 

6. 教科書を読む。Tがポイントをまとめて説明する  

7. タスクシートに日本とタイの共通点、相違点を書く 
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ス内で発表させ、他者に伝える力を養う（3）。自国について知識を深めたところで、写真やビデ

オ、レアリアなど、様々な教材を使用し学習者の興味を引き出しつつ、日本での様子に気づかせ

る（4）。次に見てわかったことを話し合う（5）。Tはその後、教科書等を使い適宜タイ語で補足

説明をし、学習者の理解を確認する（6）。最後に、気づいたこと、わかったことなどをタスクシ

ートにまとめ、他者へ伝えられるよう情報や考えを整理する（7）。テーマは高校生に身近な話題

（学校、制服、文化祭、卒業式など）から一般的な知識（ゴミの処理、日本の歴史、日本の四季

など）まで幅広く扱っている。 

Tが日本の文化事情を教えることは、Sにとってタイ語で詳しく文化背景や知識の説明が聞け、

言語に関する心配がないという利点がある。しかし、T にとって不安に感じる点もある。その一

つが情報収集である。準備段階で Tはインターネット等を使って様々な情報を集めるが、テーマ

によってはタイ語で書かれたものが非常に少なく、日本語のサイトを調べる必要が出てくる。母

語ではない言語で該当するサイトを探し当てることは容易ではない上、探すことができたとして

も、そこから必要な情報を取捨選択し、引用するのにも時間がかかる。また、T 自身が体験して

いないことを伝える際は、その情報が本当に正しいかどうか、授業中 Sから不意な質問が出たと

き答えられるかどうかといった不安が生じやすい。T.T の授業案作成時には、こうした T の不安

の解消も考慮することとした。 

3．4 新規研修における「文化事情」のティームティーチング 

3．4．1 ティームティーチング 文化事情①「俳句」 

 「文化事情」では、1回目は「俳句」、2回目は「文化祭」というテーマで T.Tを実施した。同

じ「文化事情」であるが、実施方法は少し異なり、「俳句」は日本の俳句について知り、体験する

こと、「文化祭」では、教師と S、また S 同士が情報交換しあい、日本とタイの学校の文化祭を

知り、その相違点に気づくことを目標とし授業を実施した。まずは、「俳句」の授業から考察する。 

表 3 「俳句」の授業の流れと留意点 

 授業の流れ 留意点 

準

備 

T：授業案、配布プリント作成。 

J：俳句のルールを調べ、提示する俳句例とその意味、背景を調べる。 

その後、お互い情報共有しあう。 

・日本語で自由に検索でき

る Jが情報収集、整理 

1 

「俳句」についてクラス全体で話す。 

・俳句について聞いたことがあるか。どんなことを聞いたか。 

・俳句を作ったことがあるか。どうだったか。 

・タイの詩とどう違うか。 

・S の内容理解を深めるた

め、Tがタイ語で説明 

2 
Tが俳句の背景を説明する。 

季節の変化→人の気持ち→それを詩で伝える。 

3 
Jが俳句のルールを説明する。（Tが通訳） 

「季語」、「切れ字」、「5、7、5」 

・情報を調べ、よく理解して

いる J が日本の習慣、考え

方を伝える 4 J が俳句をいくつか紹介、S に意味やイメージを考えさせる。俳句の意
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味や作られた背景を説明。Tがタイ語に訳し、説明を加える。 ・Tがタイ語で通訳 

5 タイ人や外国人が作った俳句、俳句大会、俳句の活動を紹介する。 ・タイ語での俳句を作成する

ので、タイの俳句に関する

情報を Tが Sに伝える 
6 

教科書のポイントを確認。ある高校生が作った俳句を一緒に読み、解

釈する。そして、ある学習者が作った俳句を紹介し、プリントを配る。 

7 タイ語で俳句を作る。 

 T.T を「文化事情」に取り入れる際に、T は各教師ができることを考えた上で、通常の授業で

不安に感じていた「日本語での情報収集」を Jに頼むこととした。まず、準備段階では、Tが授

業案を考え、配布物を準備し、J には「俳句」についての情報収集、授業で紹介する俳句をまと

めるという役割を頼んだ。J が調べたことは授業前に確認し、授業で使うパワーポイントのスラ

イドにも組み込んだ。授業中は、基本的に Sが理解しやすいようタイ語で説明をし、J が説明し

た俳句の背景なども、Sがきちんと理解できるよう、Tが全てにタイ語訳をつけた。 

この授業実施後の Sのアンケートでは、9人中 7人が「とてもよかった」、1人が「よかった」、

1 人が「ふつう」と回答した。その理由の中には「J のおかげで楽しく学べ、俳句の美しさが感

じられた」、「俳句の作り方がよりよく理解できた」という回答があり、J が日本の習慣や文化を

伝えたことでよく理解できたと感じた S がいたことがわかる。また、「T と J から様々な情報が

得られた」のように情報を得たことがよかったと感じている Sもいる。しかしながら、その一方

で「理解できないこともあったが、どのように質問すればいいかわからなかったので聞かなかっ

た」「Tに説明してもらったほうがわかりやすい。Jの説明の中に知らない言葉がたくさんあった」

という回答もあった。S の理解を深めるためにタイ語訳をつけたにも関わらず、通常の「文化事

情」においてタイ語のみで説明を受けることに慣れているためか、J からの説明を完璧に聞きと

れないかったことに不満を感じた Sもいた。事前に、タイ語訳をつけること、全部聞きとれなく

てもよいことを伝えておくべきだったかもしれない。 

Tの振り返りには、「Jがわかりやすい俳句例を探し、それぞれの意味も教えてくれたのでとて

もよかった。T 一人ではその意味や背景がわからないから」とあり、大変だと感じていた情報収

集を J が行ったことで時間の節約にもなり、それが利点であったと感じている。また、T は「J

が教室にいたことで安心して教えられた」とも記しており、心理面でも Jの存在に利点があった

と言える。その一方で、Jの振り返りには、「事前準備を手伝

うだけでもよかったかもしれない」「自分が授業に入る意味を

感じなかった」と記されており、情報収集では Jの利点を活

かせたものの、J の経験によるものではないため、授業中は

全て Tが説明してもよかったと感じている。 

この授業を振り返ると、J は Tに情報を提供し、授業では

TがそれをSに伝える、もしくは授業中にJが言ったことを、

T がタイ語に訳すといった図 1 のような形態になっていた。
図１「俳句」の授業 

情報提供 

J T 

S 

受け身 J の必要性？ 
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これでは、Sは、情報を得るだけの受け身の態勢となってしまい、Jが教室にいるにも関わらず、

S と J の直接のコミュニケーションはほとんど生じなかった。J が入ったことに利点がないわけ

ではないが、これでは、通常の T一人の授業と大差なく、J、Sともに「Jの必要性」について疑

問を感じる結果となってしまったと言える。 

3．4．2 ティームティーチング 文化事情②「文化祭」  

「俳句」の授業において、S が「T に説明してもらいたい」、J が「授業に入る必要性を感じな

い」と思う結果となったことは、J に「情報収集」という役割しか与えなかったことが一つの要

因として考えられる。通常の Tしかいない授業では「情報収集」以外にも難しいことがある。「文

化事情」の授業では、Sが Tとのやりとりを通し、タイの文化事情の理解を深めることも大切に

しているが、「タイのことを知らない人に伝える、発信する」という場はない。そこで、次に行っ

た「文化祭」の授業では、Jの存在を活かし、「Sがタイのことや自分の経験を語る」、「Jが自分

の経験を語る」という場を作ることに留意して行った。授業の概要は次の通りである。 

表 4 「文化祭」の授業の流れと留意点 

 授業の流れ 留意点 

準
備 

T：授業案作成。配布プリント作成する。 

J：特になし。 

・準備に時間をかけすぎない 

・Jの生の声を重視する授業案作成 

1 

ウォーミングアップ。 

・Sの学校で文化祭があるか。 

・文化祭で Sが何をするか。 

・S がタイのことや自分の経験を語る

場を作る 

・S がわからないところは T がタイ語

で説明 

2 

グループで情報共有。 

・自分の学校の文化祭について、「だれ、何、いつ、 

どんな」などを話し合う。 

・ポイントがずれないように、共有する

情報を書くプリントを配布 

・机間巡視をしながら、J が Sと直接

コミュニケーションする 

3 

その結果を発表する。 

・Sが結果を発表する。（発表言語は自由） 

・T、Jは適宜発表内容に関する質問をする。 

・Sがタイについて伝える機会を作る 

・S が母語で質問、T が日本語訳を

し、S と Jのやりとりを促す 

4 
日本の文化祭の様子を動画で見る。 

・見た後、何がわかったか Sに言わせる。 

・動画を見せ、Sに気づかせる 

5 

Jの文化祭の経験を話す。 

・Jが自分の経験を話す。 

・Sからの質問に答える。 

・Jが日本の習慣、考え方を伝える 

・自由に質問できるよう、S は母語で

も質問可。その場合 Tが日本語訳 

6 
S がタイと日本の共通点、相違点など、気づいたことを 

プリントに記入する。 

・内省を深めるため、タイ語可 

準備段階では、Tが流れを考えたあと、授業の流れを Jに説明し、授業中に Jの経験を語るよ

う頼むだけにとどめた。お互いの準備時間の節約、Sとのやりとりの機会を増やすことを考え、J

に「俳句」の授業準備のような情報収集を頼むことはしなかった。授業の始めのウォーミングア
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ップでは、まずタイの学校の文化祭、自校の文化祭について Tが Sに尋ねたり、活動内容を思い

出させたりした（1）。ここで「俳句」の授業と違った点は、Tが「学校の文化祭で何をしますか」

と Sに日本語で質問したことである。日本語で話すように指示はしなかったものの、そうしたこ

とで、S も日本語での説明を試み、それを聞いた J は自然にわいた疑問を S に直接質問したり、

補足説明を求めたりし、全員が情報のやりとりに参加する結果となった。次に、話し合うポイン

トをまとめた用紙を配り簡単に説明した後、Sにグループになってタイ語で情報共有をさせた（2）。

そのとき Tと Jは各グループを見て回ったが、話し合うポイントを決めておいたため、タイ語が

できない Jでも、机間巡視をしながら、そのポイントが話し合われているかを日本語で確認した

り、それぞれの学校ではどうかと簡単な日本語で尋ねたりすることができた。その後、グループ

で話し合った結果をクラス全体で共有するため、1 グループずつ発表させた（3）。発表言語はタ

イ語でも日本語でもよいと伝えたところ、日本語を使って話そうとする Sも見られた。発表を聞

いた後（タイ語での発表は Tが Jに通訳）で、内容に関してまた自然とわいてきた疑問を J、T、

また発表を聞いた Sから質問し、それに答えるというやりとりが生じた。次に、日本の文化祭の

様子を紹介する動画を見せ、映像からわかったことについて話し合わせ（4）、その次に Jが自分

の文化祭の経験を Sに日本語で語った（5）。それを聞いた Sがまた疑問に思ったことを Jに質問

し、その質問に答えた Jは、タイではどうかと質問し返すといった情報のやりとりが生じた。そ

の際、T は「俳句」の授業のように、S の発言全てをタイ語に訳すことをやめ、日本語で言えそ

うだと思った点は、日本語でどのように言うかを Sに伝え、もう一度 Sから Jへと質問させるな

ど、J と Sのコミュニケーションの場を優先するよう心掛けた。最後に、日本とタイの文化祭に

ついて、気づいたこと、わかったことなどをタスクシートにまとめさせた（6）。 

 結果として、S のアンケートでは、8 人中 8 人が「とてもよかった」と回答した（この回は出

席者 8人）。延べ人数であるが、その理由として、5人が「S、T、Jがそれぞれ自分の経験を語っ

て意見交換ができた」、5人が「タイと日本の相違点が比較できて、よりよくわかった」と記して

いる。「文化祭」の授業全体を通して、「俳句」の授業と大きく異なった点は、「Sがタイについて

伝える機会を設ける」「Jが Sと直接コミュニケーションする」という点である。Sが発表したこ

とに対して、タイの事情を知らない J が質問をしたり、J が話したことに対して、日本の事情を

知らない S が質問をしたりするだけではなく、個人の経験も話し合ったことで、T と S、S 同士

もお互いに情報や意見を活発にやりとりする結果となった。また、「相違点がよりよくわかった」

という回答が多かったのも、このような活発なやりとりを通して、異文化理解や自文化の振り返

りがより深く進んだ結果ではないかと考えられる。 

Jの振り返りには、「自分の経験を語る場があり、授業に入る意味を感じた」、「互いに質問が出

て、自然な情報交換ができた。タイの高校の文化祭について初めて知ることも多く、学びがあり、

面白かった」とあり、T、J、S それぞれが話し合えたことに満足していることがわかる。また、
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Tの振り返りには、「インターネットやテキストに載っていない Jの生の経験が聞けて、貴重な情

報を得た」、「授業という感じがせず、母語話者との自然な会話をしているように感じられた」と

あり、互いの情報交換が Sだけではなく、T自身にもメリットがあったと感じていることがわか

る。また、「S が日本語を話そうとした」「文化を学びながら、日本語も練習できた」とあり、日

本人である Jに伝えようという Sの気持ちから、自然と日本語を使おうとする姿勢が見られたこ

とも、T一人で教える以上の効果があったと言える。 

「文化祭」の授業では、「情報差」ができたことで、

図 2 のように「知りたい」「伝えたい」という気持ち

が生じ、質問し合いながらそれを埋めていくという自

然なコミュニケーションが生じた。「俳句」の授業では

「情報提供」に留まったものが、「文化祭」の授業では

「情報交換」まで進み、J、Tは、教師という立場から

一個人としてやりとりを行うこととなり、そのことが

S、J、Tともに「Jの必要性」を感じる結果となった。 

 

4．実践から見えたティームティーチングの効果 

Sへの事後アンケートの「（文化事情以外の授業を含め）T.Tの授業が参考になったか」という

問いに対し、9 人全員が参考になったと答えた。コメントには、「文化事情は T.T で行うべきだ。

お互いに情報や意見交換ができるから」、「先生方の自然な話し方、声のトーンなどもいいモデル

だと思う」、「NT だけではなく、NNT もいるとクラス全体がコントロールできると思う」、「T.T

は学習者のモチベーションを促す」とあり、情報・意見交換だけではなく、教師同士が話すのを

見せること、二人でのクラスコントロール、モチベーションアップといった点を、T.T の利点と

して感じたことがわかる。では、特に「文化事情」で T.Tを行う場合の利点とは何だろうか。 

ここでもう一度「文化祭」の授業を振り返りたい。「文化事情」の授業の目的は、「①日本の文

化事情について S自身が発見し、気づく ②日本の文化を学ぶ際にその背景知識についても理解

することができる ③S は②を誰かに伝えたり説明したりする」ことであったが、「文化祭」の

T.T の授業では、①はビデオや日本人の話から発見、気づくことができ、その中で疑問に思った

ことを、直接 NTに質問することで、②の理解が深まり、最後に日本文化とタイの文化を比較し、

考えをまとめたことで、③の日本文化を知らない人にも伝える準備ができたと言える。それに加

え、タイの文化を外国人である NTに伝える機会も加わり、タイ中等教育の「外国語カリキュラ

ム」の目標の一つである「世界に考えや文化を伝える」力を養う場も作ることができたと言える。

T.Tで行う「文化事情」の授業では、「④Sがタイの文化について伝えることができる」という目

的を意識することで、より効果的な T.Tが実施できると考える。 

図 2 「文化祭」の授業 

J の必要性 

情報交換 

J T 

S 
伝えたい！ 知りたい！ 



国際交流基金バンコク日本文化センター 日本語教育紀要 第 12号（2015年） 

 

95 

 

はじめに実施した「俳句」の授業では、④の目的は達成されなかったが、「俳句」という題材で

も、情報差を作り、自然なコミュニケーションが起こるようにしかけることは十分可能だったと

思われる。「俳句」の授業では、詳しい情報を伝えることに主眼がおかれてしまったが、「タイの

詩はどのようなルールがあるか」「学校でどんな詩の勉強をするか」などを J も含めて質問し合

えば、「情報差」が生まれ、「文化祭」の授業のような自然なコミュニケーションへと発展しただ

ろう。N4程度の教師の場合、NTと Sの発言を全て訳すことは難しいかもしれないが、言語での

コミュニケーションが困難であっても、写真やジェスチャーなどを使えば、S が「日本人」であ

る NT と直接接する機会を作ることは可能である。こうした場を作ることは、S の理解促進だけ

ではなく、自文化を見つめ直すことや、モチベーションアップにもつながるだろう。 

アメリカ国立訓練研究所(National Training 

Laboratories)によって開発された Learning 

Pyramid（学習定着率）からも、「Lecture」の

ような一方的に情報を与える形では、5％しか

学習したことが定着しないが、「Discussion 

Group」のようにお互いに情報、意見を交換し

合うこと、「Teaching others」のように誰かに

教える・伝えることは、学習の定着にもつながること

がわかる。単に情報を与えるのではなく、こうした場

を作ることが教師の大事な役目だと言えるだろう。T.T であれば、グループでディスカッション

をしているときに、教師二人がそれぞれ見て回り、話し合いに刺激を与えたり、フォローしたり

もしやすくなる。また、NTがいることで Sが「誰かに教える（伝える）」という場面を作りやす

くなるとも言える。個人ができることは限られているが、個人の経験や知識を教師、学習者、ま

た学習者同士が共有することで、より多くのことを学ぶことができる。このように「学習者がタ

イについて伝える場」、「日本語を使いたいと思える場」を作ることが、NT がいるからこそでき

る環境をうまく利用した授業であり、それが「文化事情」において T.Tを取り入れる利点だと言

えるのではないだろうか。 

 

5．まとめ 

中等学校において「文化事情」を一人で行う場合、N4程度のNNTにとって難しいこと、また

タイ語ができないNTにとって難しいことがあるが、両者が T.Tを行うことで互いの欠点を補い

つつ、それぞれの利点を最大限に生かすことが可能である。NNTのことを、「折り紙や書道のよ

うな文化を教える人」、「日本についての情報を伝える人」としてだけ捉えるのではなく、「学習者

がタイや自分のことを伝える相手」としても、もっと意識すべきだろう。何かに関心を持ち、質

図 3 Learning Pyramid  
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問したり、推測、比較して考える力は中等学校の学習者にとって身につけるべき大切な力である。 

新規研修のアンケートの中には、「T.Tはお互いの協力が必要。一緒に準備するのは時間がかか

る。準備しないと、同じ目的、流れで授業できないと思う。そして、教材の準備も必要。」と述べ

た S もいた。「文化事情」に限らず、T.T は準備時間がかかることが懸念されるかもしれないが、

時間をかければよい授業になるとも限らない。「授業の目的は何か」、「学習者に何に気づき、どん

な力を身につけてほしいか」を、T.T を行う教師同士で共有しておくことが大切である。準備段

階での話し合いを通し、授業を改善できることも T.Tのメリットである。それには信頼関係を築

くことも重要であるが、N4程度のNNTがNTと互いに話し合い、信頼し合える関係になるには、

どう接していくのがよいかについては今後の課題として考えたい。 
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